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公共交通情報を提供するオープンなデータ標準の開発
を目指すグローバルな非営利団体です

コミュニティの協力を得て GTFS、GBFS、および
TODSなどの仕様をメンテナンスし、
無料のオープンソースツールやドキュメントを整備して
います
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MobilityDataの取り組み

          GTFSと関連標準の発展

           イベント

           Mobility Database
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GTFSの発展  - stops グルーピング（親子）

Stopsのグルーピングの使
用方法について、グローバ
ルコミュニティ内で異なる解
釈が存在しています。

課題:
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GTFSの発展  - stops グルーピング（親子）

stop_accessフィールドを正式に採用し、
その後駅・停留所の階層データモデリン
グのベストプラクティスを策定。

現在、日本のバス停利用ケースの要件を
考慮し、日本バス情報協会、ODPT、
Google、そしてグローバルコミュニティと
連携し、計画を推進中。

詳細は GitHub issue#438と PR#515 を参照:

計画:

https://github.com/google/transit/issues/438
https://github.com/google/transit/pull/515
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GTFSの発展  - 運賃

運賃メディアは、チケット商品の
保存や認証に使用できる対応
メディアを定義します。 

例: 現金、紙のチケット、チャー
ジ式交通ICカード、クレジット
カードやスマートフォンによる
タッチ決済など

運賃メディア

運賃の適用対象となる利用者
カテゴリーを定義（例: 高齢者、
障がいのある方、学生など）。

乗客カテゴリ
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GTFSの発展  - 運賃

Transit
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GTFSの発展  - タッチ決済のシンプルな定義方法

agency.txtおよびroutes.txtに
「cemv_support」フィールドを
追加

価格情報と一緒に提供する必
要はありません

議論中の提
案

route_id agency_id route_short_name route_type cemv_support

blue xxmta Blue Line 1 1

red xxmta Red Line 1 1

101 xxmta 101 3

102 xxmta 101 3

routes.txt
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GTFSの発展  - オンデマンド交通

GTFS-Flex 計画:

昨年3月にコミュニティの投票を
経て正式に承認。

オンデマンド交通のモデリング
が可能となり、経路検索での
サービス発見を支援。

リアルタイムや予約など、オン
デマンド交通に重要な機能が
未対応。

2025年3月にGTFS-Flex
を完全サポートする新バー
ジョンのGTFS Validator
を公開予定。

現在、次の発展方向につ
いて内部議論中。
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TODS (Transit Operational Data Standard)

GTFSは乗客向け情報の標
準として成功しているが、
運行管理に必要な要素が
不足

課題:
TODSはこのギャップを埋
める標準

GTFSを基に、回送・運行管
理などの情報を定義

TODSとは？

2022：カリフォルニア州交
通局の主導で開発

2024：MobilityDataが管
理者に

今後：ユーザーコミュニティ
を拡大予定

現状と計画

https://ods.calitp.org/

https://ods.calitp.org/
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MobilityDataの取り組み

          GTFSと関連標準の発展

           イベント

           Mobility Database



Mobility Database

https://mobilitydatabase.org/

      Mobility Database

GTFSおよび GTFSリアル
タイムのフィードのグロー
バルなディレクトリ

https://mobilitydatabase.org/


ウェブサイト検索 公開API

Mobility Database - 2024年の成果  



GTFS Validator統合に
よるフィードサマリー

Mobility Database - 2024年の成果  



GTFSデータリポジトリやODPTセンターを含む選定され
たグローバルアクセスポイントとの自動同期

ルート、停留所、運行日の可視化

GBFSをAPIとウェブサイトに追加

Mobility Database - 2025年の計画  
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MobilityDataの取り組み
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           イベント
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イベント  - 2024 Mobility Data Summit

18か国から100の組織の代表者190名が参加

（ウォーリーをさがせ!）
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イベント

技術ワークショップ

● 6月24日〜25日 パリ

● 10月7日〜8日 ロサンゼルス 



Become a member! 

Visit our website:

mobilitydata.org

Join our Slack channel!


